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市財政収入の一部に寄与することを目的とし、裏表紙に広告を掲載しています。なお、掲載している広告内容については津市が保証しているものではありません。

　ひざの上で読む本と、教室で読む本は違います。誰からも見やすいように、教室で読む本は絵がはっきりして
いるものを選び、常に水平になるよう持ちます。声の大きさとアクセントにも気を配り、自分の声を録音して練
習することも。でも、一番大切なことは、子どもの表情や感情に触れながら読むことではないでしょうか。

　先日、３年生の最後の読み聞かせの後、児童一人一人と握手をしました。冷たい手、温かい手、小さい手、ガサガサした手…
それぞれから十人十色の個性が伝わってきました。一冊の本を読むとき、そんな子どもたちと同じ時間と心を共有できること
がうれしいです。まるでサプリメントのように元気をくれる子どもたちと、これからも本を通して関わっていきたいです。

Q3 30年間の活動の中で印象に残っていることは？

Q2 読み聞かせの大切さやコツを教えて！

Q1 本はどうやって選んでいるの？

撮影：河芸図書館
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　豊津小学校では、１年生から３年生に絵本の読み聞かせを行っています。国語の教材や年齢、季節、行事などを意識し
ながら、日本の昔話から世界の童話、話題の新刊まで、さまざまな本を読みます。
　また、なるべくお年寄りが出てくる本を選ぶようにしています。核家族が多い現代で、家族や人とのつながりを感じたり、
生死について考えたりできる本に、たくさん触れてほしいと願っています。

西井  容子さん 

豊津小学校
読み聞かせボランティア
に し い   　 　 　 よ う こ

絵本読み聞かせサークル「ラッ
コの会」のメンバーとして、昭和
63年から河芸図書館で子どもた
ちへの読み聞かせを始め、今年
で活動30年目を迎える。平成１４
年から豊津小学校で週１回、絵
本の読み聞かせを行っている。


